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緒　　言
　筆者らは、作業療法教育の重要課題である３・４
年時に行われる臨床実習の施設訪問時や終了後に
指導者より、臨床実習の合否に関係なく学生のモチ
ベーションの問題や基本的マナー不足の問題を指摘
される機会を多く体験するようになった。その後、
学科教員で意見交換を行いこの問題には、１）職業
的アイデンティティを含めた人間形成が未成熟であ
ること、２）社会的スキルが低いことがあげられ、
これらが相互に関係していると考えられた。そして、
両者において入学初期からの継続的な指導の必要性
を感じている。
　これらの問題の解決策の一つとして以前から、当
学科１～３年生を対象に医療保健福祉施設体験実
習（以下、体験実習）を選択科目に設けている。体
験実習は、４月に手引きの説明と簡単な諸注意を行
う１コマのオリエンテーション後、夏休みになり急
に学生生活から乖離した６日間の現場実習を体験す
る。その後、規定の書式へ実習の内容と感想を記録
し担当教員へ提出し終了する経過を踏む。現在は、
学生に職業的アイデンティティや社会的スキルが備
わっていることが前提にあり、もちろん学生の主体
性により十分な実習が行われていたと考える。　
　しかし、2007年度の私立大学全入学時代の到来
により、学生の学力や価値観が多様化しているため、
低学年において教育場面のみならず、私生活につい
てまで指導や配慮を要するようになった。同様に、
体験実習についても、指導者より職業的アイデン
ティティや社会的スキルに対する具体的な教育が行
えていないとの指摘も受けていたため、限られた時
間のなかでどのように指導すべきか困惑している。
　そこで、本研究では、今後の１・２年次からの職
業的アイデンティティの形成や社会的スキルの向上
につながるような指導の検討に先立ち、両者を養う
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要 　　旨
　【目的】医療保健福祉体験実習（以下、体験実習）における、実践教育のあり方を検討することであ
る。【方法】対象は、体験実習を行った A大学の作業療法学科学生 41名であった。質問紙調査は、職
業的アイデンティティに関する 32項と社会的スキルに関する 18項目、体験実習中の作業療法士との会
話の有無について行った。これら合計得点と下位項目について相関関係を解析した。【結果】１）職業
的アイデンティティと社会的スキルが関連していることがわかった。２）職業的自負と社会貢献への志
向が関係することがわっかた。３）実習中に作業療法士と会話がある学生は、職業的アイデンティティ
と正の相関がみられた。【結語】体験実習は、職業的アイデンティティと社会的スキルを養う実践教育
の場として有益であると考えられた。また、実習中の作業療法士との会話が、より高く職業的アイデン
ティティに影響を与えると示唆された。
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表１　実際に使用した職業的アイデンティティの調査
下位項目（質問番号）
職業的自負（9、13、16、21、25、26、30、31）
自己成長への自信（1、2，6、8、10、14、17、18、19、23）
社会的貢献への志向（3、5、７、11、12、15）
医療職観の確立（4、20、22、24、27、28、29、32）
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目的で行われる体験実習において職業的アイデン
ティティと社会的スキルがどのような現状であるか
を検証することを目的とした。
研究方法
１．対　　象
　A大学作業療法学科学生の１学年 41人とした。
なお、本研究の対象学生は研究実施にあたり条件と
して、研究以外に使用しない、責任をもって管理保
管し個人情報の漏洩を防止すること、本報告に際し
ては個人が特定できないように十分配慮すること、
研究の目的、研究の方法、公表する際の方法を口頭
で説明し、研究の同意が得られた学生とした。
２．調査期間
　X年９月下旬の体験実習報告書の提出時に実施した。
３．調査方法
　職業的アイデンティティの調査には、藤井１）の
看護学生らに対して実施した「医学系学生における
職業的アイデンティティに関する調査項目」（表１）
を用いた。社会的スキルの調査には、1998年の菊池２）
によって年齢とともに平均値が高くなることが証明
されている Kikuchi's Scale of Social Skills：18 items
（以下、Kiss-18）を用いた。また、藤井１）が職業的
アイデンティティの形成には、自己の職業に対する
モデルの影響が大きいことを述べていることから、
学生の体験実習中のモデルとなりうる作業療法士と
の会話の有無について（以下、OT会話の有無）調
査を行った。そして、記入の際には無記名とし、集
合調査とした。
４．調 査 表
　職業的アイデンティティには、表１のように質
問項目の合計が 32項目で構成されている。これら
の質問に対して被検者は１から５の５件法で回答す
る。採点は、質問項目１つにつき５点を配点し、職
業的アイデンティティの下位項目ごとの平均点と合
計得点を算出する。算出された平均点数が高いほど
下位項目の志向性が高いと判断する。ここでは、下
位項目は、畑田３）が時間的展望を踏まえた職業的
アイデンティティと未来展望への関係の「自己成長
への自信」「医療職観の確立」「職業的自負」「社会
的貢献の志向」を用いる。
　Kiss-18の調査表は、18項目で構成され、質問項
目１項目につき「いつもそうだ」から「いつもそう
でない」の５から１の５件法で回答する。採点は、
質問項目１つにつき５点を配点し、合計得点が高い
ほど社会的スキルが高いと判断する。下位項目は、
「問題解決」「トラブル処理」「コミュニテーション
スキル」があり各下位項目の合計得点を算出する。
５．分析方法
　調査表から得られたデータをもとに、畑田３）の
職業的アイデンティティの合計と下位項目の平均値
を参考値に、被検者の志向性をまず検討した。次に、
社会人スキルの合計を菊池２）の先行研究の数値と
比較検討した。最後に、職業的アイデンティティの
得点と性別、社会的スキルの得点、OT会話の有無
について、項目間の相関関係を Spearmanの順位相
関を用いて検討した。解析ソフトには、SPSS12.0J 
for Windowsを使用した。
研究結果
　質問表に回答した学生すべての解答が有効であっ
た。分析結果は、表２、３、４に示した。職業的ア
イデンティティの結果から、合計の平均値は参考値
とおよそ変わりがないが、下位項目の「自己成長へ
の自信」が参考値より高く、「医療職観の確立」が
低い傾向であった（表２）。そして、社会的スキル
は、被検者の男性と女性とも参考値の大学生に近い
数値を示した（表３）。次に、職業的アイデンティ
ティと社会人スキルに正の相関が有意にみられ、特
表２　職業的アイデンティティの結果
参考値は、畑野らの本研究対象年次と同学年のものである（2008年）
数値は、平均値を示している
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に、下位項目では、「職業的自負」が高い場合、対
人関係において問題解決能力が高く、「社会的貢献
への志向」が高い場合が対人関係においてトラブル
処理能力が高くなる傾向がみられた。最後に、OT
との会話が職業的アイデンティティと「社会的貢献
への志向」と有意差がみられた（Ｐ＜ 0.05）。その上、
OTとの会話が、「自己成長への自信」に大いに関係
することがわかった（Ｐ＜ 0.01）（表４）。
考　　察
　筆者らは、作業療法教育の重要課題である臨床
実習の遂行にあたり、職業的アイデンティティと
社会的スキルが相互に関係していることと、学生の
学力と質の低下があると考えている。藤井ら１）は、
Eriksonのアイデンティティを①個体発達分化図式
の発達的危機の概念への着目、②「アイデンティティ
の感覚」の定義に基づき、青年期が自我同一性いわ
ゆる個人としてのアイデンティティの形成が求めら
れると同時に、専門職過程の学生は、専門職に対す
るアイデンティティの形成も求められると述べてい
る。このことからも、作業療法教育において自己形
成のために他者との関係を構築する社会的スキルの
向上と専門職過程の職業的アイデンティティの形成
が重要であると考えられる。
　前者の社会的スキルの向上では、今回の研究から、
菊池２）らが 10年前に行った社会的スキルの結果と
大差ないことが判明した。ここでは、最近の学生の
社会的スキルは、10年前の学生より低下してない
と考えられる。しかし、菊池自身４）が長年の研究
をへて Kiss-18は、スキルそのものを測っているの
でなく、そのことについての当人の「自分は、この
程度スキルが身についている」と言う認知を測って
いるのではないかとの疑いがある。それは、本人の
主観を測っていると考えられると述べている。今回
表３　性別の得点及び先行研究との比較
参考値は、菊池のものである（1993年）
表４　職業的アイデンティティとKiss-18、実習中のOT会話の有無との相関
値は、Spearmanのローによる相関係数。有意ものに下線を引いた
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の場合、実習終了後の指導者は学生の社会的スキル
が低下していると感じ大学側へ報告しているが、現
代の学生が感じる社会的スキルの自己評価が過去の
学生と同じであった。そこに他者評価と自己評価の
乖離があると考えられた。このことからは、今回の
研究において社会環境が異なっているが学生が自己
の社会的スキルを環境に応じて内在化した結果であ
るとも考えられる。そのため、青年期の社会的スキ
ルの測定には、自己評価を他者評価と比較検討する
ことが必要であると考えられた（表３）。
　後者の職業的アイデンティティでは、Erikson５）
は、アイデンティティが社会的期待と個人的選択の
統合の結果であり、文化的価値の内在化した最終的
産物であると述べている。今回の研究において、下
位項目の「自己成長への自信」からは、学生が自分
の職業に作業療法士を選択したことに誇りをもつな
ど、作業療法士になることで自己成長への希望が現
れていると考えられ、同時に自己の選択に対する自
己評価の高さが伺えた。反面、医療職観の確立の結
果から、自己の専門職に対するはっきりした職業観
が形成されておらず、１年生からの職業的アイデン
ティティの形成が困難であると考えられた。これは、
１年時は専門科目の少なさなどカリキュラム上の問
題も考えられ、藤井１）と同様な結果となった。また、
野口６）が日本という文化・社会的背景を考慮した
作業療法の体系がまったくといっていいほどできて
いないと述べていることから、専門的アイデンティ
ティの確立が難しいとも考えられる。しかし、藤井１）
は、同じ医学系学生であってもその理論的背景や社
会的役割の差異によってアイデンティティの様態は
異なるため、職種ごとの特徴をよく踏まえ、学生の
職業的アイデンティティに対する教育の必要性を述
べているため、作業療法教育において職業的アイデ
ンティティの形成に関する教育が重要であると考え
られる。
　では、１・２年の専門科目が少なく、他職種の学
生との同授業を行うなかで、どのようなことが早期
に具体的な職業的アイデンティティを形成すること
につながるのかを考えた場合、本郷７）がモデルを「観
察者に必要で意義のある行動をする人であり、観
察者にとって学習の強化に影響力を持つ人」、モデ
リングを「観察者がモデルの観察を通して必要な行
動様式を修得したり、促進的あるいは抑制的な影響
を受ける現象」と定義し看護学実習における教員の
ロールモデル行動に関する研究を行っている。これ
らは、作業療法教育では、実習先で出会った作業療
法士、大学の授業で出会った作業療法士の教員など
に当たると考える。そして、今回の結果より、体験
実習中の作業療法士との会話がある学生ほど、職業
的アイデンティティが影響し、作業療法士を選択し
た自己評価のみならず、対象者や社会へ対する社会
的貢献の志向も新たに芽生えていると考えられた。
つまり、入学初期の学生に対しては、具体的な作業
療法士との接触が自己の成長への手助けになると考
えられた。そして、作業療法士がいない実習施設で
体験実習を行った場合は、大学教員が学生の体験に
対して共感し、より具体的な専門的知識を加えた知
見を伝えることが必要であると考えられた。
　以上のように、職業的アイデンティティと社会的
スキルについてなんらかの相関があることが考えら
れ、青年期に当たる入学時から職業的アイデンティ
ティの確立と社会的スキルの向上を目的とする体験
実習が果たす欲割りは非常に大きいと考える。そし
て、社会的スキルは、自己形成において他者との関
わりを行う上で重要な能力であり、加えて、対人援
助サービスである作業療法教育においては、対人関
係能力を客観的に測定する必要性があると考える。
　今後は、体験実習でより充実した教育を行うため
に、自己評価について、他者評価による振り返る作
業が重要であると考える。社会的スキルについては、
多くの手法が開発されているため、授業に取り組む
などの工夫が必要であると考える。職業的アイデン
ティティの発達を進めるためには、多様な視点を気
づかせてくれる他者の存在と、他者の視点に呑み込
まれず、自分とは異なる視点を生かすことを取り入
れた具体的な指導法を考案したいと考える。
Abstract
（Purpose）The purpose of this study is to examine 
the way  of a practical education on the experience 
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training at the medical, welfare, and health centers. 
（Method）Participants were students at the department 
of occupational therapy at A university who participated 
in the experience training（in total 41 students）. In a 
questionnaire, I investigated certain items－32 items 
on the students' occupational identity, 18 items on 
their social skills, and whether or not they had any 
conversations with occupational therapists during the 
training. I then considered a correlation between these 
total scores and the subordinate items.（Result）The 
findings reveal the following three points:（1）the 
students’ occupational identity associated with their 
social skills;（2）their pride for the occupation related to 
their aims for a social contribution;（3）the students who 
had a conversation with occupational therapists highly 
involved their occupational identities. （Conclusion）
To conclude, the experience training can be useful for 
cultivating the students' occupational identity and social 
skills as the field of a practical education. In addition, 
the above findings can indicate that whether or not 
the students had any conversations with occupational 
therapists influenced their occupational identity. 
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